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『小杉幸一の仕事』
HAKUHODO ART DIRECTORS WORKS & STYLES

VOL_2 KOICHI KOSUGI

博報堂のアートディレクターの仕事を紹介するシリーズ本“HAKUHODO ART DIRECTORS

WORKS & STYLES”の第2弾『小杉幸一の仕事』を出版いたしましたので、お知らせいたします。

イベント、テクノロジーを使った広告、アパレルとのコラボレーション、大空間の広告ジャックと、

軽々としたフットワークで多彩なアートディレクションをこなす小杉幸一。彼の手がける広告群は、

いまの博報堂の最先端の広告群でもあります。

そんな彼の代表作をはじめ、デザインルールの解説、広がる創造の現場まで、小杉の仕事や、仕事

に対する姿勢などを徹底掲載しております。

本書が、これから広告作りを目指す方々に、少しでもお役にたつことができれば幸いです。
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1980年、神奈川県生まれ。2004年、武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科を卒業後、博報堂に入

社。現在、アートディレクターとして、ブランディング、イベントのほか、空間、テクノロジーを使
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